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研究概要

現在、農家が米を農協に出荷する際、長
い待ち行列が発生する。

待ち行列を減少させたい



研究動機

トラックの長蛇の列に驚いた。

なぜ待ち行列が出来るのかを知りたい。



研究範囲

地元の農家全１４５世帯を対象とする。
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待ち行列を減少させるには。

農家に１日の米出荷量、種類を制
限させればよいのでは。



どうやって制限させるか？

タンク→製品タンク→コンテナの
処理時間に注目してみる。

現在の処理時間を減少させるように制
限したら待ち行列は減少するのでは！！
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処理経路
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種類は全６種
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製品タンク１５㌧ １５㌧

コンテナ
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処理能力
１年（２５日）＝５万俵（3000000㎏）

平均処理能力

１日＝８時間

１日＝２０００俵（120000ｋｇ）

1時間＝２５０俵(15000㎏）

コンテナ＝１５個／時

　　　　　　　１２０個／日

ピーク時

１日＝約３２００俵（約192000ｋｇ）

１日＝約１３時間

コンテナ＝１９２個／日

朝８時から夜１１時まで働く（昼夕休み込）ことになる。



製品は６種類
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１５㌧ １５㌧ タンクを交換するのに
約１０分かかる

１㌧ １㌧
１日に１９２個

１３時間以上かかる処理時間を減少させたい



処理時間を減少させるのに

現在の処理方法はあまり良くないのでは

ORをつかって処理時間を減少する。

待ち行列の減少



今後の課題

ちょうど今がシーズンなので処理方法の現
状を調査する。

調査したデータをもとに最適な処理方法を
提案する。

他にも待ち行列が減少する方法を考える。
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